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13) HO理論は,物量としての ｢資本｣と労働- 塩々の資本財を共通の尺度で測って得られる/
146 (458) 第142巻 第4号
はHO理論 ない し新古典派理論その ものが資本財 と資本価値 を区別せず,資本
財が体系の内部で労働によって再生産 され る要素であること- 言いかえれば,
資本財は再生産体系の中では本源的な生産要素ではない とい うことの無理解か
らきている14)｡ この結果,分配関係が相対価格を変化 させ, したがって比較優
位構造を変化 させることが明らかになった15)｡ただ し, この理論 も国民的労働
の世界労働への換算問題には触れていない｡何故なら, この理論の主眼は,読
争の不完全性や価格の歪み,技術格差 といった条件 を置かなくとも外国貿易に
参加す ることによって損失が生 じうることを証 明す ることに置かれているか ら
である (Steedman 〔1979a〕p.12)0






























































































































































































































から,支配労働量で測-て1国の労働量 与 [alBtafl_I(rl).K,12)KllP 去 ]と
2国の労働量 [a2ta…lI (i2).K,23K21･忘 ]が交換- ,投下労働量でみて1
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